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強権的なのか都市計画
はなぜ
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18
日
に
江
東
区
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「
夏
の
自
治
体
議
員
研

修
セ
ミ
ナ
ー
」（
主
催
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
区
画
整

理
・
再
開
発
対
策
全
国

連
絡
会
議
）
で
は
、
岩

見
良
太
郎
埼
大
名
誉
教

授
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

都
市
開
発
戦
略
と
都
市

計
画
の
変
質
」
と
題
し

て
講
義
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
沿

線
に
形
成
さ
れ
る
人
口

６
千
万
人
の
超
巨
大
経

済
圏
、
ス
ー
パ
ー
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
を
め
ざ
す

安
倍
政
権
。
東
京
圏
で

は
、
す
さ
ま
じ
い
容
積

率
の
規
制
緩
和
や
公
有

財
産
の
投
入
な
ど
で
巨

大
開
発
が
進
み
、
東
京

一
極
集
中
が
ま
す
ま
す

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

特
定
整
備
路
線
や
駅
前
再
開
発
な
ど
の
事
業
は
「
都

市
計
画
」
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
都
市

計
画
が
し
ば
し
ば
住
民
の
意
向
を
無
視
し
た
強
権
的
な

も
の
に
な
る
の
か
、勉
強
し
て
き
ま
し
た
。（
の
の
山
け
ん
）

こ
う
し
た
事
業
の
テ

コ
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
都
市
計
画
」
で
す
。

〝
行
政・
企
業
高
権
〟

と
し
て
の
都
市
計
画

岩
見
氏
は
、
反
住
民

的
・
非
民
主
的
な
都
市

計
画
が
ま
か
り
通
る
背

景
に
は
、
優
れ
た
都
市

は
、
優
れ
た
専
門
家
と

そ
れ
を
実
現
す
る
強
力

な
権
力
に
よ
っ
て
の
み

区画整理・再開発対策全国連絡会議　自治体議員研修セミナー

講義する岩見良太郎埼玉大学名誉教授

た
も
の
」（
国
家
高
権
）

と
い
う
思
想
が
重
な
っ

て
旧
都
市
計
画
法
が
つ

く
ら
れ
た
と
指
摘
。
戦

後
に
つ
く
ら
れ
た
新
都

市
計
画
法
も
「
行
政
高

権
」
の
色
彩
が
濃
く
、

現
在
で
は「
企
業
高
権
」

が
加
わ
っ
て
い
る
と
強

調
し
ま
し
た
。

住
民
の
意
向
は
都

市
計
画
を
だ
め
に
す
る

と
い
う
考
え
を
あ
ら
た

め
、「
住
民
主
権
」
こ

そ
都
市
計
画
の
要
に
す

え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

計
画
で
き
る

と
す
る
「
近

代
都
市
計

画
」
の
考
え

方
が
あ
り
、

そ
の
上
に
、

都
市
計
画
は

無
謬
・
不
偏

の
「
国
家
の

統
治
権
に
基

礎
を
お
い

15日、民団は都内で第 72周年光復節中央記念
式典を開きました。韓国ではこの日を、日本の植
民地支配から解放された日として祝っています。今
年も民団北支部のバスで参加し、文在寅大統領の
あいさつ（代読）などを拝聴。日本共産党の藤野
保史衆院議員らが祝辞をのべました。（のの山けん）

光復節中央記念式典
在日本大韓民国民団



海外視察中止・政務活動費での飲食禁止等を提案
小池知事発表の補正予算案

豊洲移転前提は許されず

本
日
、
小
池
百
合
子
知
事

は
記
者
会
見
で
、
豊
洲
新
市

場
へ
の
移
転
に
向
け
た
補
正

予
算
案
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
第
２
回
臨
時
都
議
会
を

８
月
28
日
に
招
集
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
案
は
、
中
央

卸
売
市
場
を
豊
洲
に
移
転

し
築
地
市
場
を
再
開
発
す
る

と
し
た
小
池
知
事
の
基
本
方

針
（
６
月
発
表
）
と
、
そ
れ

に
も
と
づ
く
関
係
局
長
会
議

（
７
月
21
日
）
の
方
針
を
具

体
化
し
た
も
の
で
す
。
関
係

局
長
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で

都
議
会
が
決
議
し
、
東
京
都

が
都
民
に
約
束
し
て
き
た
、

豊
洲
新
市
場
は
土
壌
も
地
下

水
も
環
境
基
準
以
下
に
し
て

開
場
す
る
と
い
う
方
針
を
撤

回
し
、「
土
壌
汚
染
対
策
の

新
方
針
」
を
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、

こ
の
新
方
針
に
も
と
づ
き
、

豊
洲
新
市
場
へ
の
移
転
に
向

け
、
盛
り
土
が
な
い
代
わ
り

の
「
追
加
対
策
」
を
行
う
も

の
で
す
が
、
こ
の
追
加
対
策

は
、
市
場
関
係
者
や
都
民
へ

の
約
束
の
重
大
な
変
更
で
あ

る
と
同
時
に
、
土
壌
汚
染
の

専
門
家
か
ら
「
実
効
性
が
な

い
」
と
き
び
し
く
批
判
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

し
か
も
小
池
知
事
の
基
本

方
針
も
、
関
係
局
長
会
議
の

方
針
も
、
都
議
会
に
い
ま
だ

一
度
も
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず

審
議
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
池
知
事
は
「
市
場
の
皆
さ

ま
の
理
解
と
納
得
が
必
要
」

と
発
言
し
ま
し
た
が
、
築
地

市
場
の
業
者
か
ら
、
知
事
の

基
本
方
針
や
関
係
局
長
会
議

方
針
へ
の
疑
問
や
批
判
の
声

7月の都議会議員選挙で 19 議席へと前進した
日本共産党東京都議団（そねはじめ団長）は7月
24日、各会派に海外視察の中止、政務活動費の
飲食への支出禁止などを含む議会改革についての
具体的提案をおこないました。
また、小池百合子知事が 8月10日に補正予算
案を発表し、それを通すための臨時議会を28日
に招集したことについて、大山とも子幹事長が談話
を発表（別掲）。都民に約束した土壌・地下水汚
染を環境基準以下にするという「無害化」方針も
投げ捨て、豊洲移転を前提とする補正予算案は認
められないと、厳しく批判しました。

豊
洲
新
市
場
への
移
転
を
前
提
と
し
た

補
正
予
算
案
提
出
は
許
さ
れ
ま
せ
ん（
談
話
）

２
０
１
７
年
８
月
10
日
　
日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

幹
事
長　
大
山
と
も
子

日本共産党
東京都議団

都議会の改革提案について記者会見する日本共産党都議団
＝7月24日、東京都庁

が
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
基
本
方
針
や
関
係
局
長

会
議
の
方
針
を
あ
た
か
も
既

定
路
線
で
あ
る
か
の
よ
う
に

し
て
、
臨
時
議
会
を
開
催
し

て
補
正
予
算
案
を
提
出
す
る

こ
と
は
、
と
う
て
い
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も
、も
っ

と
も
肝
心
な
市
場
業
者
の
合

意
形
成
が
で
き
て
い
な
い
も

と
で
は
、
補
正
予
算
案
を
出

す
前
提
が
な
い
と
言
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

臨
時
議
会
を
開
く
な
ら
、

ま
ず
行
う
べ
き
は
、
知
事
が

示
し
た
市
場
移
転
に
関
す
る

基
本
方
針
や
関
係
局
長
会
議

の
方
針
を
、
都
議
会
で
徹
底

的
に
議
論
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
臨
時
議
会
の

会
期
は
十
分
な
日
程
を
と

り
、
本
会
議
を
ふ
く
め
徹
底

質
疑
す
る
と
と
も
に
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、

知
事
と
一
問
一
答
の
質
疑
の

場
を
も
つ
よ
う
求
め
る
も
の

で
す
。


